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招待論文

ラーニングアナリティックスへの普及へ向けて
—ICT利活用教育研究を振り返って

美濃 導彦1,a)

受付日 2018年11月16日,採録日 2018年11月17日

概要：エビデンスベースの教育の重要性が声高に叫ばれるようになってきた．現在のところ，エビデンスと
なる情報は LMSや電子教科書のアクセスログが主流である．これらのデータは本当に学生の教育のエビデ
ンスになっているのであろうか？ 本稿では，教育を情報的なスタンスでとらえ，その本質を考えてみる．
すなわち，情報とは何かという根源的な問題を考えることにより，教育における情報の役割を考察すると
ともに，これまでに行った ICT利活用教育の実践研究について振り返り，今後進むべき方向性を考える．
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Abstract: It is very important to make education evidence-based. Learning logs are collected by the informa-
tion systems used in education/learning. Are these data useful for education? In this paper the fundamental
process in education is considered from the view point of information. In addition, by reviewing our research
history, future direction of learning analytics is discussed.
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1. はじめに

社会のインフラに情報システムが組み込まれていくこと

によって，様々なデータが収集され蓄積されるようになっ

た情報社会では，教育分野もその例外ではない．教育や学

習が情報システムにより支援されるようになると，教育の

プロセスや学習のプロセスに関するデータが大量に蓄積さ

れてくる．このようなデータを解析して，教育や学習のプ

ロセスを可視化しようとするのがラーニングアナリティッ

クスで，データの解析結果（エビデンス）に基づいて教育

や学習を個人に応じた形に変えるテーラメイド教育（個人

適応教育）が実施できるようになってきた．
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見方を変えると，人間は情報を感覚器で取得する．視覚，

聴覚，嗅覚，触覚，味覚の五感からの信号を，生存するこ

とを最優先に，解釈して意味を形成する．その意味を言語

で表現することを学び，言語を用いて他人とコミュニケー

ションをするなかで，社会規範や論理体系を学び，情報的

に成長してゆく．その後，成人として社会的に活躍したの

ち，年老いてかかりやすくなる認知症においては，情報が

正常に理解できなくなる状況が生じ，人間として学んだこ

と，経験したことが破壊されていく．ただし，生存に必要

な部分は残っている．人間を理解するにあたっては，その

成長過程，学習過程および学んだ知識が破壊される過程を

研究することが重要になる．

本稿では，人間の一生涯の過程から教育と情報の問題を

とらえてゆく．そのなかで，ラーニングアナリティックス
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はどうあるべきかについて考察してゆきたい．

2. 情報とは何か

情報とは何かに関しては，これまでに様々な議論が展開

されている．社会的に考えると物質・エネルギー・情報が

基本的なインフラであり，これらは相互に関連して社会を

構成している．このインフラが大きく変わるのが社会革命

であり，産業革命を経て現在は情報革命が進行中という現

状認識である．ただ，これは概念として情報を述べている

だけであり，それは物質やエネルギーと対等の概念である

ということを言っているにすぎない．

情報学の世界での情報はシャノンの通信理論を基礎とし

ている．通信においては，情報を誤りなく高速に伝送する

ことが重要であり，そのために情報量の概念が定義され，

通信路が伝送できる通信路容量が定義された．この理論

は，情報の符号化，復号化の基礎理論としてデータ量圧縮

の手法として通信や情報システムに広く利用されている．

ただ，よく言われているように，この枠組みは情報の意味

の問題を排除しており，データの符号化理論に過ぎない．

パターン認識の分野では，センサからの信号（シグナル）

を意味のある記号（シンボル）（言語で表現されている）に

変換する問題を扱ってきた．人間がいとも簡単にやってい

ることがコンピュータには難問であったが，ディープラー

ニング技術によりこの問題が解決された．これは，計算機

の発展と大量のデータを蓄積できるインターネットのおか

げで，かなり複雑な汎用モデルをデータに合わせてチュー

ニングするということが可能になり，実現できたものであ

る．これは人間の成長過程のモデルそのものであり，子供

が環境からのデータ，他の人間とのコミュニケーションか

ら得られる情報に適応して成長してゆく過程のモデルと考

えることができる．

意味の問題を扱っているのは，ソシュールなどの記号

論 [1]である．人間の扱う記号は，シニフィアン（記号表

現）とシニフィエ（記号の意味内容）が一体化したもので

あり，その結合関係は記号により強弱があるというもので

ある．結合が強い記号は有契的記号と呼ばれ，表現と意味

の関係が 1対 1である．これに対して無契的記号は結合が

弱く，同じ表現が様々な意味に解釈される．人間同士のコ

ミュニケーションでは，無契的記号の意味の確定にコンテ

クストや対話が用いられて，共通の理解が得られる．

このような議論をまとめると図 1 のようになる．信号が

パターン認識によりシンボルに変換され，シンボルという

表現から記号論でいう意味が取り出される．記号論では，

取り出すのは人間であるが，これがコンピュータにできる

のであろうか？ これに対して，西垣ら [2]は社会的考察か

ら不可能ではないかという議論をしているが，意味を表現

する有契的記号を定義して無契的記号をコンテクストなど

によって有契的記号に変換できれば意味を表現することは

図 1 人間の情報活動

Fig. 1 Human information activity.

可能になると考えられる．この枠組みをつねに変化させ，

新たな言葉を創造するのは人間，特に若者であり，ある程

度認められると広辞苑に載せられるという現象が生じてい

る．人間が使う言葉はダイナミックに変わっている．コン

ピュータはこのような変化にはついていけず，新しい辞書

を参照しながら対応してゆかなければならない．

人間には個性があり，感情もあるので，同じ記号が状況

（コンテキストを含む広い概念）に応じて違った意味解釈

をされるのであるが，ここに踏み込むと後の議論が複雑に

なるので，本稿では，情報は有契的記号で表現できるもの

と仮定して今後の議論を進めてゆきたい．

3. 人間の教育は情報が主役

人間の精神的な成長は，まずニューラルネットワークが

3歳のころまでに構成され，さらにこのニューラルネット

ワークが感覚器から入ってくる信号を認知しそのときの

状況とともに学習することによって，状況に適応した意味

理解が可能になると想像できる．初期のニューラルネット

ワークの構成は，感覚器からの刺激によるものであろう．

感覚器から入ってくるシグナルをどう分類するかのパター

ン認識の問題を学習している．これにより，赤ん坊は見た

ものを言葉に対応付ける術を学んでゆく．これは言葉の学

習過程であると考えられる．これにより生きていくうえで

の基本的な能力が獲得される．

人間の五感は接触感覚と呼ばれる味覚，触覚，そのあと

発達したと考えられる遠隔感覚である嗅覚，聴覚，視覚に

分けられる．これらはこの順番に発達してきたと考えられ

るが，人間の発達もこの順番に情報処理が起こっているの

ではないだろうか？ これは想像に過ぎないが，人間が年

老いてくると目や耳がまず衰え，次の臭覚，最後まで残る

のが触覚であろう．病などで弱ったときや死期を迎えると

きは身体を撫でてあげるのが良いとよく耳にする．また，

子供のころに覚えた童謡を老人ホームや介護施設で頻繁に

歌っていることを考えると，成長の最初の頃の記憶は最後

までの残るということであろう．いい換えれば，人間の一

生は山登りのようで，生まれてから徐々に山を登り絶頂期
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を過ぎた後は徐々に山を下っていく，年を取るということ

は精神的認知的能力が徐々に衰え，比喩的には赤ん坊に戻

るということであろう．

このような視点から，教育の問題を考える．言葉を獲得

したのちは，五感からの信号を解釈して言葉で表現し，他

の人間とのコミュニケーションによる言葉でのやり取り，

書物やテレビなどのメディアからの情報の獲得などをとお

して，人間は成長してゆく．このように考えると，人間の

成長過程では情報が主役なのである．教育は社会で生きて

いくうえでの必要な知識や考え方を教えることであるが，

学ぶということは得られた情報をいかに自分のものとする

かという過程である．教室で多くの学生に対して教師が同

じことを教示しても，学ぶ学生と学ばない学生がいる．理

解の問題という話もできるが，心に刺さるかどうか，やる

気があるかどうかという広い意味での状況の問題であると

とらえることができる．

ここでいう状況はどんな要素が影響するのであろうか？

普通に考えれば，体調などの身体的な要素，やる気や感情

などの心理的な要素，温度や湿度などの環境的な要素など

が絡むと考えられる．個人個人により，これらの要素を考

慮した人間の状況を様々なセンサを用いて推定する方法を

考えていくことが重要になる．

当然のことながら，与える情報はその個人に応じたもの

でなければならない．この意味では，上記の状況に加えて，

学生の知識レベル，学生理解度，論理的推論能力など，学

習に関する様々な要素も，これまでの学習履歴，学習態度，

能力推定などを総合的に判断して推定する必要がある．さ

らに，同じ記号表現を与えたとしても，個々人がそこから

解釈する情報が同じであるとは限らない．特に無契的記号

の場合は解釈される情報が多様となるので，学習時に与え

る情報はできるだけ有契的記号で表現されている方が望ま

しい．

このように考えてくると，人間はかなり不可解で，与え

た記号表現が身体的，生理的，環境的な状況に応じて情報

として解釈され，記憶されて知識として定着してゆくかの

本当の意味での学習過程はまったく分かっていない．今後

の人間研究，脳研究など成果に期待したい．

4. ICT利活用教育の実践

前章までに述べた情報を主体とする教育の仮説や考え方

に基づいて，現実的にできること，重要となる要素を考察

して，教育における実践を進めてきた．ここではその代表

的なものを簡単に振り返ってみる．

4.1 講義の自動撮影システム

1990年ごろまで，画像処理を研究していたが，人間を

観測してその状況を推定するのが今後重要になると考えて

いた．情報が主役となる現場をいろいろと考えたが，最終

図 2 講義の自動撮影システム

Fig. 2 Automatic lecture capturing system.

的には大学に現場がある教育が情報とコミュニケーション

の問題を扱う上では最適ではないかという結論に達した．

当時は，講義室にプロジェクタが設置され始めたころで講

義スタイルも黒板や OHPから計算機を使った教材提示に

変わりつつある時期であった．ICTを利用した教育を実験

的に行うと考えたときに，特に文科系の先生から「教育で

実験をしてはいけない」と釘を刺された．このことがきっ

かけとなり，計算機が人間の活動を邪魔しない「さりげな

い」支援を考えるようになった．この方向でまずできるこ

とが講義室にカメラを設置し，講義室の様子を記録し解析

して，人間同士のコミュニケーションの状況，教育の状況

を可視化することである．講義室にカメラを設置するとき

に事務局の説得が大変であった．何事も初めてやるのは苦

労が多いものである．

この研究を始めたころから UCLAとの間で何かできる

ことはないかと相談していた．カメラを教室に 8台程度設

置したので，それらを PCで集中的に管理するシステムを

構築し 1人のディレクタがすべてのカメラと映像の選択を

行えるように図 2 に示すシステムを構築した [3]．映像の

ディレクタがいなかったので，UCLAから専門家を目指す

学生に来てもらって数回映像取得を行ってもらった．今の

技術があれば機械学習でその制御方法を学習するのである

が，当時は人間がその振舞いを観測し，ルールベースとい

う形で制御プログラムを作って 1本の映像にまとめた．こ

のシステムを遠隔の講義室に設置すれば遠隔講義ができる

と考えて，UCLAに提案し，NTTから多大な協力を得て，

日米遠隔講義プロジェクト TIDEを企画した．

4.2 日米遠隔講義プロジェクト TIDE

TIDEプロジェクトは 1997年に両大学で合意して 1年

間の準備期間を経て 1998年から講義を開始した．準備期

間では，京大の大学院生を連れて UCLAの講義室に我々

の自動撮影システムを設置し，映像のコーデックを設置し

て映像をリアルタイムで伝送できるかどうかの実験や両教

室で対話が可能かどうかの実験，音声画像の品質評価など

技術的にできる準備を行った．システムの構成を図 3 に示
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図 3 TIDE プロジェクトで利用した遠隔講義システム

Fig. 3 Distance lecture system used in TIDE project.

表 1 TIDE プロジェクトの講義一覧（7 年分）

Table 1 7 years’ lecture list of TIDE project.

す [4]．特に苦労したのが音声で片方の音声が他方の教室

を介して戻ってくる回り込みの問題が生じた．スピーカと

マイクの位置や音量を調節するノウハウがかなり蓄積され

た．講義は実験ではないので，始めるとシステムの都合で

講義をキャンセルすることは不可能であるので，何度も何

度も実験を繰り返し，安定性を高める努力をした．このよ

うな実験を繰り返し，1998年 10月のオープニングセレモ

ニーを行った．UCLAからは副学長Wyatt R. Humeが参

加，京都大学は長尾眞総長にご参加いただいて，相互に挨

拶をしていただき，最初の講義は松本紘生存圏研究所長に

お願いした．その後，7年間，前期後期に表 1 に示すよう

な講義を行って，両大学で合計 868名（京大 460名，UCLA

408名）の学生が受講した．両大学の取り計らいで，受講

した学生を現実世界でも交流させるようにし，コミュニ

ティを作る努力をした．教育学系の先生方にも参加を要請

し，教育学の観点からもいろいろな評価を行った [5]．受講

生の間で 2組の国際結婚が実現したといううれしいニュー

スもあった．

世界的にもこのプロジェクトは最先端にあり，ライバル

はMIT–NSUの遠隔講義であった．こちらの方も大学レベ

ルでの合意で実施し，システム的には単純なものを利用し，

大学の事務局が主導権を握って運営されていた [6]．我々は

事務局の介入はなく，研究者が運営して何とか続けるとい

う体制であった．TIDEプロジェクトはそれでも 7年間継

続し，通信機器の老朽化がすすみ，資金も続かなかったこ

とから終了したが，遠隔講義はその後も大学内の遠隔キャ

図 4 講義アーカイブ

Fig. 4 Lecture archiving.

ンパス間で実施され，現在では普通に講義で利用されてい

る．世の中の流れの速さには驚くばかりである．そのなか

で，一番良かったことは，UCLAの客員教授であったコン

ピュータサイエンスでは超有名人のアランケイが 2年間に

わたって講義をしてくれたことである．語彙が豊富で教養

の高さを感じさせられることがしばしばあったが，京大の

受講生だけでなく UCLAの受講生にも貴重な体験になっ

たと確信している．

4.3 教室での様々な実践

自動撮影システムを軸にした教育に ICTを利活用する

研究は，TIDEの実践をしながら，様々に展開していった．

一番大きな展開は図 4 に示す講義のアーカイブである．教

室は教員と学生のみの世界であり，どのような講義が行わ

れているかは他の教員や大学当局にも分からなかったが，

講義室にカメラを導入することによってこの状況が改善さ

れ教育に対する透明性が高まり，教員に対する FDが可能

になってきた．この流れは，オープンコースウェア [7]に

始まる教育情報のオープン化の流れとつながってゆく．

講義をアーカイブするうえで学生の質問時にうまく映像

がとれるかどうかが，自動撮影システムでは大きな課題で

あった．教室の天井にマイクロフォンを複数台設置し，音

声を観測すると音源定位ができるとことを実験的に検証

し，音声を検出してその音がどこから出ているかを定位し

て，そこにカメラを向けるという機能を付加した [8]．講義

室で実践してみると，教師が話をしている間でも学生が多

少音を出すとそこにカメラが向くという不都合もたびたび

生じたが，学生の質問にはうまく対処できた．ただ，質問

が始まってから音声処理をしてカメラを振るので，映像が

取得できるまでに 1秒程度の時間遅れが生じる．実験的な

技術と実運用のギャップを痛感したが，製品開発として進

めればいくらでも工夫ができると思っていた．やればでき

るがやっても研究成果にはならない，このあたりが現在で

も問題となっている研究と実用化のギャップであろう．

高度な機能は使わずとも講義アーカイブは提供できる．

実際に提供してみると何らかの理由で授業に出なかった学
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図 5 講義の自動出席取得システム

Fig. 5 Automatic lecture attendance system.

生が利用することが分かってきた．当時，計算機で映像を

視聴するのは珍しく，多くの人に見せるために，公共施設

や博物館など人が集まるところにスタンド的な装置を設

置して提示されていた．このような環境では，人は立ちど

まって映像を視聴するので，長くても 3分間程度しか見ら

れないという報告が多かった．講義アーカイブは，視聴環

境が違うことと内容が連続していることなどが要因となっ

て，1時間程度視聴されているという結果が出た．さぼっ

た学生のためのサービスという感じになってしまったが，

学生の勉学に対する意欲を感じさせる実験であった [9]．

教育学の分野では，講義の評価法として顔上げ行動が重

要視されていた．講義室にカメラを設置すると学生の顔上

げ行動は顔検出技術で簡単に計測できる．これだけでは研

究になりにくいので，図 5 に示す講義の自動出席システム

を構築した [10]．これは黒板の上に設置したカメラから，

講義を受講している学生の顔を座席の制約に基づいて順番

に探していって，あらかじめ登録してある受講者の顔と照

合するというものである．講義時間中，何度もスキャンで

きるので，顔認証が間違っても統計的に正しく出席してい

るかどうかが判定できるという結果を得た．このシステム

は，顔を上から撮影するので，顔を上げていないと顔認識

はできない．授業に出てきても，机の上で寝てしまう学生

はけっして出席とはならず，実質的に授業を聞いている学

生だけが出席となる興味深いシステムとなった．実験的に

は検証できたが，個人情報の問題があり，実際の講義で利

用することができなかったのは残念であった．

実験的研究としては，講義室の 3次元構造を複数のカメ

ラで復元する研究 [11]も進めた．これは講義室の 3次元で

記述できると VRや ARなど様々な形に応用できるという

ことを考えて基礎的な研究を行った．カメラが教室の周り

の壁に設置されることや多くの学生が講義室にいるので，

オクルージョン領域が多く，適切に問題設定をすることが

困難な課題であった．天井カメラを設置して人数を数えた

りしたが，実用的に利用可能な 3次元復元はできなかった．

カメラはオクルージョンが大きな問題で，実用的に多くの

人間を 3次元復元することは不可能であると実感させられ

図 6 e-learning 中の学生の観察システム

Fig. 6 Student observation system.

た研究であった．

4.4 ラーニングアナリティックスの試み

画像を専門とする研究者はデータを取得することは興味

があるが，集めたデータを解析することはあまり得意でな

いとよくいわれる．教室で行われる授業に ICTを利活用

する研究を進めていても，あまりデータ解析は行わなかっ

た．授業の評価基準がなく，解析の方法が分からなかった

のが大きな原因である．個人が計算機を使って学習を進め

る e-Learningは，データの解析が行いやすい分野である．

教育への ICT技術の利活用は，海外では e-Learningが主

流であった．

オープンコースウェアやMOOCは多くの学習データを

収集できる仕組みである．京都大学は最初からこのようの

試みに参加してきた．データが多く集まるが解析に興味を

示す研究者がいなかったので，簡単な解析を始めた [12]．

分かりやすいのは，学習態度を示すログデータである．い

つ学習しているか，どの程度学習しているかなどをもとに

個人の学習スタイルを分類し，成績との関係を探る形の解

析である．情報系の研究としては新たな発見があるわけで

はないので，あまり進めなかったが，世界的にはこのよう

な解析が実践に移されて，その重要性が高まってきた．

このような研究の流れのなかでも，我々は画像的に人間

を観測するという視点から研究を進めた．学習している学

習者の顔からその表情を観測すると同時にその視線を追跡

し教材のどのあたりをどの程度の時間を見ているかを検出

するシステムを構築した（図 6 参照）[13]．学習している

人間の状況が大切だと考えたからである．数人の学生で実

験してそれなりの情報が抽出できることを確認した．この

ときに，人間と計算機のインタラクションを確実に観測し

ないと人間が情報を得て学習している過程を明確に把握す

ることができないということに気が付いた．空間的な情報

だけでなく時間的なタイミングも重要なのである．
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5. ラーニングアナリティックスへの期待

5.1 学習過程で得られるデータ

学生が情報システムを利用して様々な学習をすると，そ

の学習過程のデータがシステムで取得できる．初期のころ

は，この種のデータに価値があるとは考えられていなかっ

たので，取得されたデータは利用されずにそのままになっ

ていた．ラーニングアナリティックスはこれらのデータを

解析して学生の学習プロセスを解明し，個別学習や適応学

習に利活用しようとするものである．ここで問題となるの

は，システムが集めるこの種のデータは個人と紐づけされ

ており，個人情報になるという点である．個人情報保護法

によれば，個人情報はその情報を発生した個人の同意がな

いと利用できない．システムを運用している側からすれば，

システムが取得し，そこに蓄積されるデータであるので，

そのデータに利用者から個別に同意をとることはあまり現

実的でない．システムの利用規約に目的を明示し，同意を

しないと利用できないようにすることは可能であるが，公

的な教育機関として同意をしない学生への教育の機会均等

をどう確保するのかという問題が生じる．このようなシス

テムは各種存在するので，それらすべてにおいて個別対応

していては手間がかかって大変である．

成績情報などは大学が個人を評価するために生成し管理

している．これは個人情報であるが，教育という業務を行

ううえで必要なデータであり，入学時に何らかの形で同

意を得ているというのが現状である．情報社会が進展し，

様々な教育方法や学生の支援方法が出てきたときに，大学

の業務をどう解釈するのかに対して明確な基準がないので，

日本ではラーニングアナリティックスがほとんど進んでい

ない．この状況を早く改善しなければ，この分野の研究に

おいても日本は世界のレベルから大きく遅れてしまう懸念

がある．入り口論で詰まっているのは日本だけであり，大

学が教育業務の一環であると宣言すればすむ話であると考

えるが，大学執行部が教育改革に対してそれほど熱心でな

く，横並びで他の大学の様子を見ていることに問題がある．

このような状況では，研究者が利用したいといってもどん

な効果があるかを示せという答えが返ってくるので，鶏と

卵問題になっている．大学執行部が問題を研究者に投げず

に学生の教育のためにラーニングアナリティックスを行っ

ていこうと自ら判断すべきである．

教育関連データは，教育機関で収集，解析，蓄積され，

教育に利用される表 2 のようなデータを想定している．学

生は卒業していくので，教育機関でのデータは学生に渡し

てポートフォリオとして，次の学校や会社において入学時

や卒業後に活用されることが期待される．この文脈では国

レベル，世界レベルで個人にデータが集約され，利活用で

きる状況を構築しなければならない．教育機関がデータを

収集，蓄積した後，その個人の進路に従ってデータが受け

表 2 教育関連データ [14]

Table 2 Academic records.

渡されていく仕組みを国が主導して構築しなければなら

ない．

5.2 ラーニングアナリティックスで分かること

ラーニングアナリティックスの初期の成果の 1つは落ち

こぼれそうな学生の発見であった．学習過程のデータを見

ていると，学習をしていないことは簡単に検出できる．そ

のような学生を発見し，その後，しっかりと学習指導をし

てゆくことで，問題のある学生の早期発見とその改善が見

込まれる．ラーニングアナリティックスの大きな成果であ

り，その有効性は確認されている．同じことをするのに講

義の出席システムを導入している大学が多いが，問題の本

質を理解していない危うさが感じられる．

次の問題は学習過程データと教材との対応関係であり，

学生が理解していない概念を見つけようとするものであ

る．この場合は，個別の学生を対象とするよりも，クラス

全体を対象として考える方が考えやすい．多くの学生が理

解できていないところはクラスでの説明不足や教師の教え

方の問題であり，教員側の FDとして活用できる．学生 1

人 1人に対して理解が進んでないところを発見できる方法

も提案されているが，これまでの試験を小項目ごとに評価

した程度であり，さらなる発展が期待される．現場として

は，教員が本当に対応できるのかという問題があり，人工

知能などの支援が必要になると思われる．

人間は多様性があり，教室のなかで同じ情報を与えても

学べる学生と学べない学生が出てくる．理想的には，1人

1人の知識の状態，身体の状態などに応じて必要なタイミ

ングで必要な情報を与えることが，学びを促進させること

であると考える．これは個別学習や適応学習と呼ばれる学

習形態が目指しているところである．学習を支援する情報

システムで取得できる情報で，このようなことは可能であ

ろうか？ ラーニングアナリティックスの研究の一部はこ

の目的のために進められている．どんな情報を集めてどん

な解析をすれば何ができるかという実践を積み重ねていく

試みが行われており，今後の成果に期待できる．

ラーニングアナリティックスには個人適応だけでなく，
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統計的に教育を評価する指標を見い出すための研究も大

きな分野として含まれる．個人情報というよりも，個人の

違いを超えたマクロな解析であり，匿名化情報として処理

が可能となる．この場合に大きな問題となるのが，教育機

関の違いによるデータの意味の違いである．学習項目をど

のように細分化するのか，そこでの理解度の記述をどうす

るのかなど様々なレベルで，情報が記号化されており，そ

の記号の意味が標準化されていないと，記号だけを比較し

ても意味のある情報とはならない．国レベルで教育機関を

比較し，教育政策を議論することを考えるならば，データ

の標準化は必須である．国内だけでなく，国際比較が必要

となれば，世界的な標準化が必要となる．すでにある程度

データが蓄積されている国では大きな問題となっている．

幸い，日本は周回遅れの感があり，今すぐにでも，データ

を標準化して集める枠組みを作れば，ラーニングアナリ

ティックスの先進国になれる可能性がある．関係者の奮起

を促したい．

6. 今後の展望

長い間大学で研究を進めてきたが，情報の分野では，新

たな試みをしてもそれが社会に役立つという感じはしな

い．有用な方向性を見つけたときはそれが実用化できるま

で継続することが重要であるが，そのような努力を重ねて

も論文はかけないし，評価もされない．大学で実践をして

も，限られた範囲にとどまっている．科学の分野と情報の

分野はその本質が大きく異なることを考えれば，情報系と

して新たな評価システムやディシプリンを確立する必要が

あるのではないだろうか？

情報の問題を考える 1つの研究領域として教育の分野で

の研究を進めてきたが，国の重要政策の 1つが国民の教育

であり，教育は国力に大きく影響する．少子化時代を迎え

て，個別教育が可能になる環境を生かして，早い段階から

データを集め，ラーニングアナリティックスの研究を進め

ることが重要である．明治維新の頃は，欧米諸国という先

進国があり，そこに人材を派遣して制度を学び学習すれば

よかった．これにより，日本は高度経済成長を遂げて欧米

諸国に追いついたわけである．時代は変わって，今や手本

となる国はなく，自らの手で様々なことを進めて，他の国

に先駆けて政策を進めていくことが重要になっているにも

かかわらず，いまだに欧米を見て先に手を打つことに消極

的である役所の態度には失望することが多い．研究的に，

新たな方向性を模索するのはリスクが高い．これに対して

教育は，長期的には確実に成果の上がる領域であり，今こ

そ，ICTを利活用した教育を強力に発展させるべき時期で

はないかと考える．

ラーニングアナリティックスで集まったデータは，マク

ロ的には国が教育政策のために統計解析をして，様々な施

策を立案するのに利用してゆく．個別機関は，個別教育や

適応教育のためにデータを解析し，他の教育機関とも比較

検討しながら，それぞれの機関にあった形でラーニングア

ナリティックスを進め，個性を尊重し，学力にあった教育

を施してゆく．このような教育体制になれば，個々人の能

力を最大限伸ばすことができるので，明日の日本が明るく

なってゆくと確信している．
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